
1

２①

２②

令和７年度全国学力・学習状況調査の結果の分析及び活用について

学校名 伊勢原市立山王中学校

調査結果の分析と考察

特長 課題

・自ら計画を立て学習に取り組むこと。
・学習したことを振り返り、次の学習につなげたり、
実生活に結びつけて考えたりすることで学習内容を
生かすこと。
・ICT機器を活用し、情報を整理したり、発表したりす
ること。

国語

・話の構成を工夫することは概ねできている。
･文章をみて、適切な言い回しに修正する能力がや
や低い傾向がみられる。

･日常から、正しい語順で適切な表現を使うことを意
識して過ごすこと。
・相手の立場を考えて、表現や表記を整え、文章を
整えること。

数学

・必ず起こる事柄の確率について理解している。
・全体として無回答率が低く、粘り強く、思考し続ける
ことができている。

・式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数
学的な表現を用いて説明すること。
・事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的
に説明すること。

授業の充実に向けた重点的な取組

【国語】
・基礎学力の定着に努めていく。
・相手の立場に立って、自分の考えが伝わるような表現ができるようにしていく。
【数学】
・式や事象の意味を捉え、数学的に説明する力を養う対話的な学習を充実させていく。
・粘り強く考える姿勢を生かし、多様な解法に気付く探究的な課題に取り組むことを実践していく。
【理科】
・基礎的な知識理解の定着を図っていく。
・自然の事物現象と理科が深く関わっていることを理解し、身近な疑問を見付けられるような授業を行っていく。

家庭（地域）への発信内容（協力依頼事項）
※家庭で取り組んでほしい内容や地域の方に知っておいてほしい内容

・基礎学力及び知識の定着をするためには、家庭学習の充実や学習時間の確保が効果的です。家庭学習の計画を
立てることやポイントを絞った学習に苦手意識を持つ生徒が多いようです。まずは、毎日復習することを習慣化し、得
意な分野を伸ばしつつ苦手な部分を確認していくなどして、学習に取り組む姿勢をご家庭でお話しいただければと思
います。
・スマートフォンなどの情報機器の扱い方について、ルール（約束）がなかったり守られていなかったりすることがある
ようです。ご家庭において、再度ルールをご確認いただきたいと思います。
・日頃より本校の教育活動にご理解ご協力をいただきありがとうございます。おかげさまで、生徒たちは授業や諸活
動に励むことができています。今後とも地域の皆様のご理解ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

理科

・収集する資料や情報の信頼性についての知識及
び技能が身に付いている。

・【考察】をより確かなものにするために、音に関す
る知識及び技能を活用して、変える条件に着目した
実験を計画し、予想される実験の結果を適切に説
明すること。
・大地の変化について、時間的・空間的な見方を働
かせて、土地の変化と、地層の様子やその構成物
に関する知識及び技能と関連付けて、地層の重なり
方や広がり方を推定すること。

質問
調査

・「自分には良いところがあり、同時に先生も自分の
良いところを認めてくれる」と感じており、普段の生活
の中で幸せな気持ちになる生徒が多い。
・学校に行くのが楽しく、友人関係にも満足している
生徒が多く、困りごとや不安がある時は学校で相談
できている。
・自然に親しみがあり、地域の大人との関わりが深
い。


